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周知･意識啓発と意見反映 

第１回(H20.6.9) 

○札幌都心の現況と課題 

○都心まちづくり戦略の役割と位置づけ 

○都心まちづくりの方向性 

都心まちづくり戦略会議（有識者会議） 庁内調整 

さっぽろさっぽろさっぽろさっぽろ都心都心都心都心まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり戦略戦略戦略戦略 

都心まちづくりフォーラム 2010(H22.8.24) 

○基調講演（小林英嗣 北海道大学名誉教授） 

○プレゼンテーション 

○パネルディスカッション 

第２回(H20.8.8) 

○「アーバンヴィレッジ」によるまちづくり 

○創成川以東地区のまちづくり 

第３回(H20.10.29) 

○都心の骨格構造と街路の性質 

○創成川以東の資源を生かしたイメージ形成 

第４回(H20.12.8) 

○「創造都市さっぽろ」の都心部のあり方 

○都心まちづくり戦略の基本的なフレーム 

第５回(H21.2.12) 

○都心まちづくり戦略の基本的考え方 

○都心まちづくりの展開方策 

第６回(H21.3.11) 

○都心まちづくり戦略の基本的考え方 

札幌市都心まちづくり戦略（案）の公表と市民意見の募集(H22.10.1～11.1) 

関係部局との 

意見交換・調整 

庁内検討会議・ワ

ーキンググルー

プの実施 

企画調整会議・ 

市長副市長会議 

関係組織・団体との意見交換 

など 

都市再生推進 
会議 

札幌都心まちづくり推進会議 

地元町内会、事業者等に対する

説明会の実施 
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（（（（１１１１））））都心都心都心都心まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり戦略会議戦略会議戦略会議戦略会議    
 

◇開催経緯 

第１回 平成 20 年６月９日（月）  

     都心まちづくり戦略の役割と位置づけを確認し、都心を取り巻く状況や動向、世界

から見た札幌の位置づけなど、幅広い視点から都心のまちづくりの方向性がどうあ

るべきか検討 

 

  第２回 平成 20 年８月８日（金） 

      「アーバンヴィレッジ」の視点に基づくまちづくりの考え方や、創成川以東地区の

まちづくりの展開方策などについて検討 

  

  第３回 平成 20 年 10 月 29 日（水） 

      都心のまちづくりを支える骨格構造のあり方や、創成川以東地区の既存資源を生か

した、まちのイメージ形成手法などについて検討 

 

  第４回 平成 20 年 12 月８日（月） 

      「創造都市さっぽろ」における都心部のあり方や、都心まちづくり戦略の骨格とな

る、計画の基本フレームについて検討 

 

  第５回 平成 21 年２月 12 日（木） 

      都心まちづくり戦略の基本的考え方と、総合的なまちづくりの展開方策について検

討 

  

  第６回 平成 21 年３月 11 日（水） 

      都心まちづくり戦略の基本的な考え方について、都心まちづくり戦略会議の検討結

果として取りまとめ 

 

◇都心まちづくり戦略会議委員（敬称略） 

（役職等については当時のものです） 

氏 名 職 業（ 役 職 ） 

篠原 修 政策研究大学院大学教授 

小林 英嗣 北海道大学大学院工学研究科教授 

武邑 光裕 札幌市立大学デザイン学部教授 

倉田 直道 工学院大学工学部教授 

村木 美貴 千葉大学大学院工学研究科准教授 

遠藤 新 金沢工業大学環境・建築学部講師 

福井 恒明 東京大学都市持続再生研究センター特任准教授 

吉田 明 株式会社日建設計プロジェクトマネジメント室主管 

下村 邦夫 札幌市市民まちづくり局長 
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（（（（２２２２））））地元町内会地元町内会地元町内会地元町内会、、、、事業者等事業者等事業者等事業者等にににに対対対対するするするする説明会等説明会等説明会等説明会等のののの実施実施実施実施    
 

◇開催経緯 

 

月 日 説明会・会議名等 

平成 22 年 3 月 19 日 都市再生連絡会議 

平成 22 年４月８日 札幌都心まちづくり推進会議 

平成 22 年４月 13 日 中央区連合町内会連絡会議 

平成 22 年４月 14 日 四番街まちづくり委員会 

平成 22 年４月 26 日 豊水地区連合町内会役員会 

平成 22 年４月 26 日 東北連合町内会役員会 

平成 22 年４月 27 日 札幌大通まちづくり株式会社取締役会 

平成 22 年５月 13 日 札幌大通まちづくり株式会社運営委員会 

平成 22 年５月 19 日 札幌駅前通協議会 

平成 22 年５月 21 日 大通地区連合町内会役員会 

平成 22 年５月 27 日 東地区連合町内会役員会 

平成 22 年６月２日 中央地区連合町内会役員会 

平成 22 年６月 25 日 本府地区連合町内会役員会 
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（（（（３３３３））））都心都心都心都心まちづくりまちづくりまちづくりまちづくりフォフォフォフォーラムーラムーラムーラム 2012012012010000    
    

◇開催概要 

 日時：平成 22 年８月 24 日（火） 18：00～21：00 

 会場：札幌市教育文化会館小ホール（札幌市中央区北１条西 13 丁目） 

参加者数：約 330 名 

 

プログラム 
 

１  開会・主催者あいさつ                  （18：00～18：05） 

  

札幌市副市長  中田 博幸 

 

２  基調講演「人間
グロー

環境
バ ル

都市
リーダー

さっぽろの創造戦略」       （18：10～19：00） 

 

北海道大学名誉教授／一般社団法人都市・地域共創研究所代表理事  小林 英嗣 

 

３ プレゼンテーション                   （19：00～20：00） 

   

【テーマ１ 新たな時代の都心まちづくり】 

◆ 都心まちづくり戦略 

札幌市市民まちづくり局都心まちづくり推進室都心まちづくり課長  芳村 直孝 

◆ 札幌大通まちづくり株式会社の取組 

札幌大通まちづくり株式会社代表取締役社長  廣川 雄一 

【テーマ２ まちを変える路面電車】 

◆ 路面電車延伸の考え方 

札幌市市民まちづくり局総合交通計画部地域交通担当課長 佐々木 康之 

◆ 公共交通を基軸としたまちづくり 

富山市都市整備部路面電車推進室長  谷口 博司 

 

４ パネルディスカッション                                (20：10～21：00) 

   

◆ 今都心が変わる～新たな時代を切り拓くまちづくりの戦略～ 

コーディネーター：苗穂駅周辺まちづくり協議会アドバイザー      山重  明 

パネリスト   ：工学院大学建築都市デザイン学科教授        倉田 直道 

千葉大学大学院工学研究科准教授          村木 美貴 

            札幌大通まちづくり株式会社代表取締役社長     廣川 雄一 

           富山市都市整備部路面電車推進室長         谷口 博司 

           札幌市市民まちづくり局理事            丸田 剛久 
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（（（（４４４４））））計画案計画案計画案計画案のののの公表公表公表公表とととと市民意見市民意見市民意見市民意見のののの募集募集募集募集    

  

◇意見募集実施概要 

（１）意見募集期間 

    平成 22 年（2010 年）10 月１日（金）～平成 22 年（2010 年）11 月１日（月） 

    （31 日間） 

 

（２）意見募集方法 

    持参、郵送、ファックス、電子メール 

 

（３）資料配布・閲覧場所 

・市民まちづくり局都市計画部都心まちづくり推進室都心まちづくり課 

・総務局行政部行政情報課（市政刊行物コーナー） 

・各区役所総務企画課 

・大通公園まちづくりセンター、豊水まちづくりセンター、東北まちづくりセンター、東

まちづくりセンター 

 

◇意見の内訳 

（１）意見提出者数及び意見提出件数 

・意見提出者数 ９人  

  ・意見提出件数 22 件 

 

計画案の項目 意見数 割合 

序章 都心まちづくり戦略とは 0 件 0％ 

１章 都心まちづくりの目標 0 件 0％ 

２章 都心まちづくりの展開戦略  12 件 55％ 

３章 都心まちづくりの重点的取組 ７件 32％ 

４章 協働による持続的なまちづくり 0 件 0％ 

計画案全般に関すること １件 4％ 

小計① 20 件 91％ 

 

他の業務・事業に関すること（注） 2 件 9％ 

小計② 2 件 9％ 

 

合計（①＋②） 22 件 100％ 
 

（注）計画案と直接の関係がないご意見（他事業へのご意見等）については、非公開とし、ご

意見に対する本市の考え方は記載しておりません。 
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◇意見の概要と札幌市の考え方 

第２章 都心まちづくりの展開戦略（12 件） 

意見 

番号 

該当 

ページ 
意見の概要 札幌市の考え方 

１ 14  札幌西武百貨店・ロフト館の跡

地利用について、東京の巣鴨のよ

うに、40 代以上の人が利用しやす

いデパートとして活用するといい

のではないか。 

札幌西武百貨店・ロフト館の跡地は、

札幌駅南口の正面に位置することから

も、都心部のまちづくりを進めていくう

えで、極めて重要な場所であると認識し

ております。 

 このようなことから、西武百貨店跡地

を含む北４条西３丁目街区の権利者の

皆様に呼びかけ、街区全体の将来を話し

合う場として、「札幌駅周辺まちづくり

検討会」を立ち上げたところです。 

 今後、ご提案いただいた内容も参考に

させていただきながら、北４条西３丁目

街区の将来のまちづくりについて、どの

ような可能性があるのか、検討を進めて

いきたいと考えております。 

２ 19 大都市でありながらみどりが豊

富な街並みを生かし、札幌の顔と

なる景観の創出、コンパクトな都

市構造を形成していくためには、

【展開戦略３】「環境共生戦略」が

重要と考える。 

 市民、地域住民、企業との協働

を行政が促進し、戦略を遂行して

ほしい。 

 都心のまちづくりを進める上では、札

幌市の持つ豊かな自然環境という特性

を十分に生かし、世界に札幌の魅力を発

信していくことが重要であると考えて

おります。 

 官民の協働により、都心まちづくり戦

略に位置づけた取組を進めていきたい

と考えております。 

３ 21 【展開戦略３】「環境共生戦略」

に、環境負荷の抑制に資する自転

車の記述を追加してほしい。 

 自転車は環境にやさしい交通手段で

あることから、いただいたご意見の趣旨

を踏まえ、計画案の該当箇所に加筆しま

す。 

４ 22  広場などの空間を簡単な手続き

で使える制度ができればいいので

はないか。ワゴンセールや移動者

販売に対しても、イベント時以外

にも広場などの空間を開放した方

がいいのではないか。 

 都心部では、市民の皆様が多様な活動

ができるよう、交流空間や界わい空間を

創出していくこととしております。その

活用方法については、いただいたご意見

も参考にしながら、検討を進めていきた

いと考えております。 



参考資料 

7 

５ 24  都心部でも歩道が狭い道路があ

るため、出来るだけ幅員を広くし

てほしい。 

 歩行環境の強化につきましては、計画

案の 24 ページに「歩行・自転車走行環

境の強化」として位置づけております。 

人と環境にやさしい都心の創出に向

け、歩行環境の向上などの取組を行って

いきたいと考えております。 

６ 24  都心での自転車走行を禁止する

か、自転車専用道路を設けて、歩

行者の安全確保に努めてほしい。

（２件） 

 快適な歩行環境と自転車走行環境の

創出に向け、自転車の走行空間の明確化

を図っていく必要があると考えており

ます。 

いただいたご意見につきましては、今

後の自転車関連施策の参考とさせてい

ただきます。 

７ 24  自転車駐車場附置義務条例につ

いて、既存建物への適用や駐輪場

の容量の改善、利用目的の明確化

など、改正を視野に入れてほしい。 

 総合的な駐輪対策の一環として、自転

車駐車場附置義務条例の見直しにつき

まして、検討していきたいと考えており

ます。 

８ 24  駐輪場の整備が完成するまでの

期間、一時的な簡易駐輪場整備も

検討してほしい。 

 駐輪需要への対応として、ご提案のあ

りました一時的な簡易駐輪場の整備も

含め、総合的な駐輪対策を推進していく

必要があると考えています。 

 いただいたご意見につきましては、今

後の自転車関連施策の参考とさせてい

ただきます。 

９ 24  自転車走行空間の確保について

は、これまで歩道に確保すること

を続けてきたが、車道に自転車レ

ーンを作る事を中心に自転車走行

空間を確保してほしい。 

 歩道環境改善の観点からも、自転車走

行空間の明確化を図っていく必要があ

ると考えています。 

 いただいたご意見につきましては、具

体的な提案として今後の自転車関連施

策の参考とさせていただきます。 

10 24  狸小路８丁目から東屯田通へ向

かう散策ルート、狸小路 10 丁目か

ら西屯田通へ向かう散策ルート

は、個性的な店や施設が多いので、

散策ルートを整備をして、商店街

が共同で色々な企画をすること

で、市電を生かしたまち歩きがで

きるのではないか。 

 都心まちづくり戦略では、「人を中心

とした魅力あるまち」を目指すこととし

ており、楽しくまち歩きができるよう、

様々な取組を通じて、都心の回遊性を高

めていきたいと考えております。 

 また、路面電車につきましては、市民

の皆様のご意見を踏まえ、その活用方法

を検討しているところです。 

 いただいたご意見につきましては、今
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後の施策の参考とさせていただきます。 

11 27 都心まちづくりの展開プログラ

ムに「自転車走行空間の確保」を

含めてほしい。 

 自転車走行空間の確保につきまして

は、24ページ、【展開戦略５】「人を中心

とした交通戦略」に、「自転車走行空間

の明確化」として記載しておりますの

で、27ページにも同様の記載を追加しま

す。 

 

 

第３章 都心まちづくりの重点的取組（７件） 

意見 

番号 

該当 

ページ 
意見の概要 札幌市の考え方 

12 30  「北三条通の強化」について、

自転車走行空間の確保は、安全性

の向上、コストの抑制などの観点

から、一路線（北三条通）に対し

ての線的なものではなく、ネット

ワークを意識した面的なものとし

てほしい。 

 都心部では、自転車走行空間の明確化

を図ることとしており、そのネットワー

ク化につきましては、今後の自転車関連

施策の参考とさせていただきます。 

13 33  展開軸である「いとなみの軸（東

四丁目線）」に、ものづくりの一環

として市民が中心となって大規模

な植樹を行い、第二のポプラ並木

やイチョウ並木を形成してはどう

か。 

 「東四丁目線の強化」につきましては、

今後、その具体的な内容について検討を

進めていくこととしております。いただ

いたご意見につきましては、今後の施策

の参考とさせていただきます。 

14 33  東四丁目線は南は豊平川につな

がっており、豊平橋を経由して都

心と豊平区を行き来する自転車が

多いことから、他路線に比べて自

転車の利用が多くなる傾向がある

と考えられる。そのため、「東四丁

目線の強化」について、自転車走

行空間を確保してほしい。 

「東四丁目線の強化」につきまして

は、今後、その具体的な内容について検

討を進めていくこととしております。い

ただいたご意見につきましては、今後の

施策の参考とさせていただきます。 

15 35  「交流空間の形成」について、

創出する交流空間に「小規模駐輪

場の作成」を位置づけてほしい。 

 都心部を回遊する自転車には、

小規模な駐輪場を点在させること

が効果的であり、駐輪場不足の解

消につながるほか、駐輪場を整備

 交流空間につきましては、「市民や来

街者の多様な活動を支える、街路や広

場、公園などの公共空間」として位置づ

けております。いただいたご意見につき

ましては、今後の自転車関連施策の参考

とさせていただきます。 
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しなければ、交流空間が迷惑駐輪

の温床になる可能性がある。 

 

16 37  地下街、地下道の建設は、積雪

寒冷地としては望ましいと思う

が、優先すべきは札幌ドームと東

豊線福住駅間ではないか。限りあ

る財政の中で、市民ニーズを取り

入れて実行してほしい。 

都心まちづくり戦略に位置づけた取

組の実施にあたっては、市民の皆様から

ご意見をいただきながら、優先順位や必

要性を見極めて実施していきたいと考

えております。 

17 39  「地下空間の拡充と活用」につ

いて、地下空間を駐輪場として活

用してほしい。 

 地下空間を駐輪場として利用す

ることで、不足している駐輪容量

を確保でき、路上の自転車が減る

ことで景観の問題も緩和できる。 

地下空間の駐輪場としての活用につ

きましては、計画案 39 ページの（２）

地下空間の活用の２）基本的な活用方法

の中で位置づけております。 

18 50 創成川以東地区の開発は、地区内

に閉じて行うのではなく、以西地

区（札幌、大通、すすきの）との

連携がとれるまちづくりが必要で

あり、他地区との行き来がスムー

ズであることが重要になる。 

 創成川以東と以西を結ぶ交通モ

ードとして、自転車は効果的であ

ると考えられるため、重点地区で

ある創成川以東地区について、自

転車走行空間の創出と駐輪場整備

を位置づけてほしい。 

創成川以東地区のまちづくりにつき

ましては、地区に必要とされる機能など

も含めて、今後具体的に検討を進めるこ

ととしております。 

いただいたご意見につきましては、今

後の施策の参考とさせていただきます。 

 

 

計画案全般に関する意見（１件） 
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19 －  コンパクトシティの推進にあた

っては、羊ヶ丘通を利用して市電

を清田区に延長するなど、郊外の

ことも十分に考慮して進めてほし

い。 

 これからの都市づくりの基本方針と

して、「持続可能なコンパクトシティへ

の再構築を進める」としております。そ

の推進にあたっては、郊外に住む住民の

方々の暮らしやすさについても十分に

考慮しながら進めます。 

 


